
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年２月１日(火)に「公園マネジメント会議 平成

22 年度第４回コア会議」が地球市民交流センターにて開催

され、21名の会員の方が出席しました。 

議題としては、「評価委員会委員の選定について」、「モリ

コロパークの健康診断について」、「新規会員の募集につい

て」、「評価委員会委員の募集」、「会長・コーディネーターの

選任について」、「分科会設置申請について」、について話し

合いました。また、「愛知国際児童年記念館の廃館につい

て」の報告をうけました。 

愛知県建設部公園緑地課(大規模公園グループ) 担当：粟田 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸3丁目1番 2号 

TEL：052-954-6528 FAX：052-953-5329 

財団法人愛知都市整備協会 愛・地球博記念公園管理事務所 担当：林

〒480-1101 愛知郡長久手町大字熊張字茨ヶ廻間乙1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

滞在時間の短い利用者が、公園に来るまでにどのくらいの時間がかかったがわかれば、短時間の滞在である意味

もわかるのでは。/利用者は大体瀬戸市、豊田市、名東区から来ている人が多いが、遠方からも平日にサツキと

メイの家目当てで来園している。/サツキとメイの家目的の人はリピーターにはなり得ないのでは？/地球市民交

流センターの利用者のリニモ乗車率が高いという結果が出ていてるが、まだ施設はオープンして間もないので想

定という理解で良いか。/リニモの乗車率を上げるために、ファミリー割引やリニモ利用率の高い中高生・高齢 

者向けのイベントを行ってはどうか。/車で来た人が、リニモに乗るようなプログラムを考えて

はどうか。/地元ＪＡとタイアップして産地直売などが出来ると良い。/公園を使ったプログラ

ムの打合せならば駐車料金について検討する余地がある。/食の問題について力を入れたいとい

う気運が高まっているが、動きはあるのか？/今年の４月に食の広場がオープンする予定であ

る。 

 

・立候補者４名(NPO 法人愛・地球プラットフォーム、万博村の会、長久手町、財団法人愛知公園協

会)と事務局推薦１名(愛知県立芸術大学水津功)の計５名を評価委員会の委員とする。 
・次回コア会議に提出する事務局案(現会長・現コーディネーターの続投)についての報告があった。 

・会員募集用のチラシ・募集スケジュール予定について確認し、承認された。 

愛知県建設部公園緑地課からモリコロパーク営業ツール分科会の設置申請があり、過半数以上の賛

成で設置が承認されました。 

・アンケートの集計結果より、大きく２つの応答(食の問題、移動についての問題)が必要であり、

場合によっては分科会を立ち上げるかどうかについても議論した方がよい。 

・食の問題としては、３つの提案がある。 

①テーマに拘るなどしてニーズに合わせる必要があり、メニューについて

も議論をすべきである。 

②毎日は無理でも土日などの限定のメニュー提供や期間を限定した出店

の検討。 

③地球市民交流センター等を使った食のワークショップの提供。 

・愛知国際児童年記念館の廃館について報告があった。 

○ 2/10～3/21の間に閉館感謝イベントを行う。 

○ 22日から施設の片付けをし、30日に閉館する予定。 

○ 展示物のロボットは、愛・地球博記念館にて一部を引き続き展示。 

愛知県建設部公園緑地課からモリコロパーク秋まつり企画・運営分科会の設置申請があり、過半数

以上の賛成で設置が承認されました。 

滞在時間が短いのは、食の問題も関係しているからではないか。食が満たされれば、滞在

時間も延びる。/食べ物に関連したワークショップを提供したい場合、ガスコンロ・鍋・ 

皿などの全てを用意しなければならないが、必要器具の貸出はないのか。貸出が出来るのであれば、部屋を借り

る際に貸し出しできる旨を伝えて欲しい。/短時間で帰るのは、帰りに夕食の買い物などをするからという理由も

あるのでは。公園で夕食に使える食材を売ってみたらどうか。/5 分でも 1日でも駐車料金は変わらず 500 円で

あるという設定はおかしい。また家族 4 人がリニモで往復するよりも駐車料金の方がはるかに安いというのも問

題では。/土日限定などの期間を区切って特別なレストランが入るなどの仕掛けがあると滞在時間も延びるので

は。/滞在時間が減少したことよりも、来園回数が増えた事を喜ぶべきでは？ またその傾向を探り、魅力を引き

出すとよい。/「食」に対する拘りが必要ではないか。業者を入れて、業者独自の動きを試してみてはどうか。/


